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＜連絡事項＞
・特記事項なし。
＜入院・入室状況＞
【転出】
・工藤　みず紀様：東Bユニット1号室　→　西Bユニット24号室
【入院】
・山田　みつゑ様：東Bユニット1号室
＜患者様連絡事項＞
・竹谷　龍道様～臨時薬が同内容で7日分継続処方となる。また、精神症状を観察しながら西病棟への移動候補として検討していく事とする。主治医より転出は西または北病棟で許可の指示を受ける。
・杉澤　恵子様～主治医より、西病棟への転出許可の指示を受ける。
・奈良　ソヨ様～バイタル異常無し。食事各食1/2～1/3摂取しているが、水分摂取少なく、深夜帯2時より排尿が無い。16:50主治医へ報告し、夕食時にメイバランスミニ等多めに水分摂取させ、経過観察の指示となる。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・立花　圭様～時間隔離中(20時～6時)。不満訴えや他者トラブル、問題行動なし。
引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。開放観察は各30分ずつで終了。盗癖や迷惑行為著明。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
＜要注目患者様情報＞
・佐々木　理佳様～朝食、昼食拒否。内服は再三の促しにて内服。持続的な感情失禁あり。
また対面時は纏まり無く落ち着かない様子見られる。
・和田　昌様～多弁さあるが暴言や挑発行為はない。排泄処理できず易怒的にスタッフコールあるが対面時は穏やか。
・飯岡　未来様～まとまりのない独語持続し朝食数口、昼食は拒否。指示の点滴は施行中。
　　　　　　　　内服薬は吐薬あり、再三の介入にて内服する事出来ている。
・橘 フサ様～脱衣行為はない。対面時は纏まりがなく疎通性は不良。大声を上げる事もない。
・木村　文隆様～体温37.0～37.1℃、他バイタル異常・酸素飽和度低下無し。クーリングで対応。時折マスク外しあり、介入要している。点滴トラブル無く施行。痰鳴あり、吸引施行し黄色粘稠痰除去している。介入時には一時拒否・抵抗あるが、終了後に落ち着いている。
・飯岡　裕子～体温37.0～37.1℃、他バイタル異常・酸素飽和濃度低下なし。クーリングで対応。呼吸苦の訴えは無い。フェイススケール3～5と変動あり。ナースコール頻回で都度尿・便失禁等あり、介助要している。
＜安ヶ平Dr.診察情報＞
・藤井　崇史様～表情、口調穏やかに診察を受けている。父のことを尊敬しており、振り返れば優しく子煩悩な父親であったと話す。
　　　　　　　　継続指示：イライラ時）レボトミン(25)1Ｔ　10回分処方となる。
・河原木　泰志様～時々唸り声があることについて理由を問いかけるも返答なし。主治医より、もう少し動いて体重をコントロールするよう説明あり。
・玉岡　公子様～自分は家事ができないが、夫は定年退職したため、休んでいていいよと話される。薬物の血中濃度の説明と、体重コントロールについて主治医より説明あり。臨時薬　就床前薬同処方あり。
和田　昌様～診察室まで歩行している。主治医に対して、外出の要求や理髪の希望を話す。もう少し落ち着いてからと説明あり。バルブロ酸血中濃度について説明する。
＜入院患者様情報＞
日時：R2.7.17　　13：40
　　氏名：山田　みつゑ（やまだ　みつえ）様

生年月日：昭和7年3月9日（88）

　　病名：アルツハイマー型認知症（脳血管障害を伴う）

　合併症：糖尿病　高血圧症　脂質異常症　腎機能障害

　　性別：女性

　主治医：馬渡Dr.

入院形態：医療保護入院

　　病棟：東病棟Bユニット

　

(経過）

　H28年、夫の死去後、金銭管理や通帳の管理、振り込み等自身で行うようになったが、そ
の頃より、金銭に関する被害妄想や、義姉が入院している病院への治療に対する抗議を繰
り返す事が続いていた。また、同年、介護保険を申請し、訪問介護の利用を開始したが、
ヘルパーに対する物盗られ妄想が酷く、数ヶ月で終了。R2年6月には、創価学会の会員で
ある知人の息子が隣のマンションへ移り住んだと思い込み、「泥棒するのは許さない」と
書いた手紙をその方宅の郵便受けへ入れていた。妄想も激しさを増し、ほぼ毎日、金品を
「盗っただろ！」と易怒的となり、隣人や、夫の姉の保佐人へ攻撃的に電話で抗議を繰り
返していた。弁護士の名簿を見て各所に電話を掛ける事や、タクシーで出向く事もあった。

高齢者支援センターはくじゅが介入し、病院の受診等勧めるも、自身に病識はなく、医療
機関等には繋がらなかった。

民生委員からも苦情が寄せられており、高齢福祉課職員より、入院治療の希望があり当院
へ相談があった。

鑑別診断・症状改善・環境調整目的にて、市長同意のもと、東病棟Bユニットへ医療保護
入院となる。
・CSセット：Bプラン　オムツ②

・売店：確認中

・緊急時：当院対応

※インスリンは当院採用なし。（高木クリニック）
高齢者支援センター　ササキ様で対応する為、無くなる前に連絡と入院証明書の手配が必要。（20-4400）
※入院時書類のサイン等は、郵送で対応する。
